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IHEIHEの特徴の特徴

•• 病院情報システム（ＨＩＳ）、放射線情報シス病院情報システム（ＨＩＳ）、放射線情報シス
テム（ＲＩＳ）、ＰＡＣＳ（画像管理システム）なテム（ＲＩＳ）、ＰＡＣＳ（画像管理システム）な
どの情報システムのどの情報システムの相互運用性相互運用性（情報の連（情報の連
携）を推進する。携）を推進する。

•• ワークフロー（業務シナリオ：ワークフロー（業務シナリオ：Integration Integration 
ProfileProfile）を分析して、いかにシステム化する）を分析して、いかにシステム化する

かを提言する。かを提言する。

•• コネクタソン（接続テスト）を行い、その結果コネクタソン（接続テスト）を行い、その結果
を公開している。を公開している。
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IHEIHEを理解するための用語集を理解するための用語集

•• Technical Framework: Technical Framework: 技術定義書技術定義書

–– Integration Profile: Integration Profile: 業務シナリオ業務シナリオ

–– Actor: Actor: 登場人物（機能提供登場人物（機能提供装置装置））

–– Transaction: Transaction: せりふ（通信手順）せりふ（通信手順）

•• IT infrastructureIT infrastructure（（ＩＴＩＩＴＩ））: : 情報インフラ分情報インフラ分

野野
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IHEIHEを理解するには？を理解するには？

•• 目的は：目的は：

–– ITIT化して相互運用性化して相互運用性

–– 業務の効率業務の効率

を向上させるを向上させる

•• 業務シナリオ業務シナリオは、種類が多く多種多様で理は、種類が多く多種多様で理
解するには、それなりに努力が必要。解するには、それなりに努力が必要。

•• 是非、業務シナリオを活用して、システム是非、業務シナリオを活用して、システム
の導入を簡単に！の導入を簡単に！
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日本日本IHEIHE協会の協会の活動分野活動分野

放射線放射線

放射線治療放射線治療

循環器循環器

臨床検査臨床検査

病理・臨病理・臨
床細胞床細胞内視鏡内視鏡

眼科眼科

ITIITI

PCDPCD

PCCPCC

Quality, ResearchQuality, Research
and Public Healthand Public Health

PCC: Patient Care Coordination
PCD: Patient Care Device



CTCT（（Consistent TimeConsistent Time））

•• 各システムの時刻同期を行う。各システムの時刻同期を行う。

•• Network Time Protocol (NTP)Network Time Protocol (NTP)
を使用する。を使用する。

––WindowsWindows、、LinuxLinux、、MacMacでは標準では標準

で実装されている。で実装されている。

––ネットワーク上で、ネットワーク上で、Time ServerTime Serverとと
通信を行い、時刻を合わせる。通信を行い、時刻を合わせる。
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CTCTのアクターのアクター
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時刻サーバ

時刻問い合わせ



ATNAATNA（（Audit Trail and Node Audit Trail and Node 
AuthenticationAuthentication））

•• 各システムが統一的なフォーマットで操作各システムが統一的なフォーマットで操作
ログを出力し、ログを出力し、ログ監査ログ監査に備える機能。に備える機能。
→→監査証跡監査証跡

•• 一方、装置同士で通信を行う場合に、相手一方、装置同士で通信を行う場合に、相手
が目的の装置であることを確認する機能。が目的の装置であることを確認する機能。
→→装置認証装置認証

•• CTCTの利用が必須の利用が必須
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監査証跡とは監査証跡とは

•• 監査証跡とは、情報システムの処理の内容やプロ監査証跡とは、情報システムの処理の内容やプロ
セスを、システム監査人が追跡するために時系列セスを、システム監査人が追跡するために時系列
に沿って保存された記録に沿って保存された記録（ログ）（ログ）のことである。のことである。

•• 監査証跡は、情報システムの信頼性や安全性、監査証跡は、情報システムの信頼性や安全性、
効率性、有効性などが確保されていることを実証効率性、有効性などが確保されていることを実証
するために用いられる。するために用いられる。OSOSやデータベース、業務やデータベース、業務
アプリケーションなどの各種システムのログファイアプリケーションなどの各種システムのログファイ
ルは、有力な監査証跡となる。ルは、有力な監査証跡となる。

•• なお、監査証跡は、処理された内容と結果の相互なお、監査証跡は、処理された内容と結果の相互
の関連を追跡するためのトランザクション証跡と、の関連を追跡するためのトランザクション証跡と、
システム資源へのアクセスに関する因果関係を追システム資源へのアクセスに関する因果関係を追
跡するためのアクセス証跡に大別される。跡するためのアクセス証跡に大別される。
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ATNAATNAのアクターのアクター

ログサーバ

時刻サーバ

防護された装置

防護された装置

防護された装置
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AAudit udit TTrail rail のフローのフロー

システムシステムシステム

XML形式
（RFC-3881）

XMLXML形式形式
（（RFCRFC--38813881））

DICOM
語彙

DICOMDICOM
語彙語彙

システムが
ログを転送

システムがシステムが
ログを転送ログを転送

DICOM Supplement DICOM Supplement 9595
Audit Trail MessagesAudit Trail Messages

ログサーバログサーバログサーバ

イベント発生イベント発生
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RFCRFC--38813881

•• 1) 1) イベント識別イベント識別 --何が行われたか何が行われたか

•• 2) 2) アクティブな関係者識別アクティブな関係者識別 --誰によって誰によって

•• 3) 3) ネットワーク・アクセスポイント識別ネットワーク・アクセスポイント識別 --どこどこ
で始められたかで始められたか

•• 4) 4) 発生源識別発生源識別 --どのサーバを使用したかどのサーバを使用したか

•• 5) 5) 関係オブジェクト識別関係オブジェクト識別 --何に記録するか何に記録するか



PAM/PIRPAM/PIR
•• どちらも患者の基本情報（氏名、年齢などどちらも患者の基本情報（氏名、年齢など
）と患者の入院、外来のなどの）と患者の入院、外来のなどのステータスステータス
や所在情報や所在情報を管理する方法。を管理する方法。

•• PIRPIR（（Patient Information ReconciliationPatient Information Reconciliation））
は古い概念は古い概念で、今後は廃止されるで、今後は廃止される。。

•• PAMPAM（（Patient Administration Patient Administration 
ManagementManagement）は）はPIRPIRに替わるに替わる概念概念で、今で、今

後はＰＡＭを利用することを推奨。後はＰＡＭを利用することを推奨。
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PAMPAMのアクターのアクター

•• ４種類のアクター４種類のアクター

患者情報供給源 患者情報利用者

患者受診情報利用者患者受診情報供給源
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PAMPAMアクターのグループ化アクターのグループ化

•• カスケード接続カスケード接続

患者情報供給源

患者情報利用者

患者受診情報利用者

患者受診情報供給源

患者情報利用者患者情報供給源

患者受診情報供給源

患者受診情報利用者
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複数システムにおける役割複数システムにおける役割

診療所の患者登録
システム

病院の患者登録
システム

診療所に付随する
システム

病院の外来に付随
するシステム

病院に付随する
システム
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PAMPAMの具体的な機能の具体的な機能

•• 患者の初診登録患者の初診登録

•• 患者情報の更新患者情報の更新

–– 救急患者の名前、住所、電話番号が判明救急患者の名前、住所、電話番号が判明

–– 来院情報の通知来院情報の通知

•• 同一患者のＩＤ番号のリンクや結合同一患者のＩＤ番号のリンクや結合
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PAMPAMの具体的な機能（の具体的な機能（22））
•• 患者登録患者登録

•• 患者ステータスの変更（外来→入院）患者ステータスの変更（外来→入院）

•• 入院予約の通知入院予約の通知

•• 入院情報の通知入院情報の通知

•• 患者保険情報の更新患者保険情報の更新

•• 入院患者のベット移動通知入院患者のベット移動通知

•• 退院予定通知退院予定通知

•• 退院通知退院通知

•• 外来受付通知外来受付通知

•• 転帰通知転帰通知
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まとめまとめ

•• IHEIHEの業務シナリオは、放射線科領域の業務シナリオは、放射線科領域

から様々な領域へ拡大している。から様々な領域へ拡大している。ＩＴインＩＴイン
フラ分野も大変重要である。フラ分野も大変重要である。

•• ＩＴインフラ分野で重要な業務シナリオは、ＩＴインフラ分野で重要な業務シナリオは、

–– CTCT（時刻同期）（時刻同期）

–– ATNAATNA（監査証跡）（監査証跡）

–– PIR/PAMPIR/PAM（患者情報の整合性確保）（患者情報の整合性確保）



最後にお願い最後にお願い

•• 業務仕分けに対応して、日本業務仕分けに対応して、日本IHEIHE協会の協会の

活動の成果が問われております。活動の成果が問われております。

•• 是非、システム構築の際に要求仕様書に是非、システム構築の際に要求仕様書に
業務シナリオの文言を記載して、業務シナリオの文言を記載して、IHEIHEに準に準

拠したシステム構築して下さい。拠したシステム構築して下さい。

•• その結果を、是非、日本その結果を、是非、日本IHEIHE協会までお知協会までお知

らせ下さい。らせ下さい。

http://www.ihehttp://www.ihe--j.org/contact/index.htmlj.org/contact/index.html
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アンケートにもアンケートにも
ご協力下さいご協力下さい

内容向上内容向上
のためにのために

ENDEND


